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島
愍
雄
天
地
溝
明
、
旭
光
増
暉
、
瑞
雫
紫
紅
に
映
え
て
今
日
の
佳
き
日
を
壽
ほ
ぐ
に
似
た
り
、
此
日
、
諸
君
ざ
共
に
御
大
禮
奉
親
の
式
典
を
擧
げ
得
る
ε
云
ふ
こ
・こ
は
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
.
・
私
共
は
受
け
難
き
生
を
人
界
に
享
け
而
か
も
叡
聖
文
武
に
亘
ら
せ
ら
る
る
天
皇
を
戴
け
る
大
日
本
帝
國
の
民
ご
生
れ
た
Σ
云
ふ
p
)
r/lは
全
世
界
の
人
類
に
比
し
一
匳
幸
慶
で
あ
る
こ
ご
を
感
謝
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
Σ
思
ひ
ま
す
。
不
肯
は
大
正
四
年
の
今
月
今
日
は
熊
本
鎭
西
中
學
校
に
於
て
、
先
帝
御
帥
位
大
禮
の
奉
祝
式
を
擧
げ
ま
し
た
が
、
感
極
つ
て
萬
歳
三
唱
の
時
は
何
處
か
ら
音
聲
が
出
た
か
全
く
無
我
で
あ
つ
て
自
覺
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
此
時
の
無
我
亡
我
ご
云
ふ
こ
、こ
を
後
に
考
へ
て
見
ま
す
ご
之
れ
宗
教
的
感
應
の
趺
態
で
あ
つ
て
自
我
を
沒
却
し
て
全
く
上
御
一
人
に
歸
一
し
た
の
で
あ
つ
た
、
入
我
我
入
、こ
は
此
の
心
情
で
あ
ら
う
マ」惟
ひ
ま
す
。
今
回
は
復
た
御
大
禮
を
行
は
せ
ら
る
玉
御
膝
元
に
於
て
七
日
は
親
し
く
鳳
輦
を
迎
へ
ま
つ
り
、
龍
顏
を
拜
し
奉
り
本
日
諸
君
ε
共
に
此
に
萬
歳
奉
唱
の
光
榮
に
浴
し
ま
し
た
こ
ざ
は
身
に
餘
る
光
榮
で
あ
り
ま
す
。
聖
上
陛
下
は
昭
和
元
年
十
二
月
汁
五
日
、
寳
算
廿
有
六
に
し
て
薬
山
御
用
邸
に
て
踐
祚
遊
ば
さ
れ
、
直
ち
に
宮
中
賢
所
に
掌
典
長
を
し
て
御
奉
告
の
祭
典
を
行
は
し
め
、
乱
つ
皇
靈
殿
、
赫
殿
に
て
歴
代
の
天
皇
、天
神
地
紙
に
御
奉
告
せ
し
め
ら
れ
ま
し
た
。
御
用
邸
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
劒
璽
渡
御
の
儀
、こ
申
し
ま
し
て
、
草
薙
の
劒
及
彌
榮
勾
玉
の
帥
器
御
議
受
け
の
儀
式
を
行
は
せ
ら
れ
て
天
津
日
嗣
の
大
御
位
に
御
帥
き
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
東
京
御
還
幸
の
翌
十
二
月
廿
八
日
は
宮
中
正
殿
に
於
か
せ
ら
れ
て
文
武
百
官
に
對
し
朝
見
の
儀
を
行
は
せ
ら
れ
て
、
腴
皇
組
皇
宗
ノ
威
靈
二
頼
リ
萬
世
一
系
ノ
皇
位
ヲ
繼
承
シ
帝
國
統
治
ノ
大
權
テ
總
攬
シ
以
テ
錢
祚
ノ
式
ヲ
行
ヘ
リ
舊
章
二
傘
、
由
シ
先
徳
ラ
聿
修
シ
組
宗
ノ
遺
緒
ヲ
墜
ス
無
カ
ラ
ン
コ
ト
ラ
庶
幾
フ
云
々
の
御
勅
語
を
宣
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
天
皇
は
皇
組
の
皇
孫
に
ド
し
玉
へ
る
御
神
勅
郎
ち
葦
原
千
五
百
秋
之
瑞
穗
國
は
是
ア
ガ
ウ
ミ
ノ
ミ
コ
の
王
た
る
可
き
地
也
、
爾
ス
メ
こ
マ
往
て
ま
し
て
治
し
た
ま
へ
幸
き
く
ま
し
ま
せ
、
ア
マ
ッ
ミ
ッ
ギ
の
さ
か
え
ま
さ
ん
こ
Σ
は
、
天
壤
の
む
た
ト
コ
シ
へ
な
る
べ
き
も
の
ぞ
、こ
の
建
國
の
御
理
想
を
體
覗
遊
ば
さ
ん
こ
Σ
を
第
一
義
ご
遊
ば
す
か
ら
、
皇
祕
皇
宗
の
稜
威
恩
頼
を
仰
存
萬
世
一
系
の
皇
位
を
繼
承
せ
り
ーこ
の
御
信
念
に
基
き
皇
祗
の
紳
勅
、
紳
武
帝
以
來
歴
朝
の
御
詔
勅
や
御
遺
命
を
遒
奉
遊
ば
さ
れ
、
明
治
大
帝
皇
考
の
御
聖
徳
を
實
修
致
さ
れ
て
、
悠
久
天
地
ご
共
に
窮
り
な
き
萬
世
「
系
の
帝
王
た
る
建
國
の
御
理
へ.心を
失
墜
し
な
い
樣
に
御
誓
ひ
遊
ば
さ
れ
た
る
御
信
念
を
我
が
國
民
は
恐
惶
し
て
味
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
拜
察
し
奉
る
次
第
で
あ
り
ま
す
.
天
皇
の
御
位
に
部
か
せ
ら
れ
た
時
は
、
此
時
で
あ
り
ま
す
が
、
明
治
犬
皇
の
御
叡
慮
に
因
り
制
定
せ
ら
れ
ま
し
た
、
皇
室
典
範
に
則
、こ
り
、
今
月
今
日
の
吉
辰
を
ト
し
舊
都
の
皇
居
に
於
か
せ
ら
れ
て
、
午
前
中
に
は
、
先
づ
賢
所
大
前
の
儀
ご
て
聖
上
陛
下
は
春
興
殿
に
於
て
御
親
ら
皇
租
大
赫
の
祕
靈
に
踐
祚
の
旨
を
御
奉
告
遊
ば
す
敬
上
崇
租
の
嚴
か
な
る
御
式
を
擧
げ
さ
せ
ら
る
玉
の
で
あ
り
ま
す
。
午
後
は
紫
震
殿
の
儀
、
之
は
殿
内
高
御
座
に
御
昇
御
在
ら
せ
ら
れ
、
八
千
萬
國
民
及
國
際
國
民
に
向
つ
て
、
御
天
職
の
本
分
を
誥
け
玉
ふ
の
御
勅
語
を
宣
ら
せ
ら
る
、
内
閣
總
理
大
臣
は
國
民
を
代
表
し
て
恭
し
く
壽
詞
を
奏
し
奉
り
、
庭
上
に
降
り
、
三
た
び
萬
歳
を
稱
へ
參
列
諸
員
始
め
八
千
萬
國
民
、
所
は
異
れ
,こ
も
、
同
時
刻
に
}
齊
之
に
和
し
て
、
億
兆
一
心
の
赤
心
を
發
露
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
十
四
日
夜
よ
り
十
五
日
早
旦
に
亘
り
悠
紀
殿
主
基
殿
に
大
嘗
祭
、こ
し
て
悠
紀
、
主
基
齋
田
の
御
木
を
以
て
造
ら
れ
た
る
御
饌
、
御
酒
、
其
他
種
の
供
物
を
、
御
親
ら
天
照
皇
大
神
初
め
、
天
神
地
祗
に
供
し
玉
ひ
て
、
國
土
安
泰
、
五
穀
豊
穰
、
民
安
か
れ
ーこ
御
薦
り
遊
ば
し
て
御
親
ら
も
食
召
し
玉
ふ
の
御
祭
儀
で
あ
り
ま
す
。
此
寒
塞
に
陛
ド
は
徹
弯
而
か
も
二
回
ま
で
御
沐
湯
遊
は
し
て
御
更
衣
遊
ば
す
ε
云
ふ
こ
、こ
で
あ
り
ま
す
。
蹇
に
恐
惶
の
至
で
あ
り
ま
す
。
大
饗
第
一
日
及
第
二
日
の
儀
は
御
式
に
參
列
し
た
る
百
官
優
遇
者
及
外
國
使
臣
や
、
國
民
の
代
表
者
等
、こ
御
供
饌
の
饌
酒
を
倶
に
す
る
Σ
云
ふ
有
難
い
思
召
だ
く」
承
つ
て
居
り
ま
す
。
右
述
べ
ま
し
た
樣
に
、
此
御
大
禮
は
敬
上
慈
F
、こ
云
ふ
佛
菩
薩
の
願
行
を
陛
下
民
に
率
先
し
て
躬
行
遊
ば
す
、
奪
い
有
り
難
い
御
式
で
あ
る
ご
鄭
察
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
帝
國
の
歴
朝
は
皆
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
で
在
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
「
ス
メ
ラ
"'
R
=
,
r/J
は
眞
善
美
を
完
全
に
體
現
遊
は
し
た
る
現
人
紳
樣
ご
云
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
ス
メ
ラ
は
至
善
至
美
、
ミ
コ
ト
は
誠
、
眞
理
で
あ
り
ま
す
G
我
が
沸
陀
も
眞
善
美
の
完
成
者
で
あ
る
。
佛
教
中
の
淨
土
教
は
汎
紳
的
同
祕
教
で
あ
り
ま
す
が
、
大
乘
佛
教
は
一
切
人
類
は
勿
論
山
河
大
地
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
で
あ
る
か
ら
萬
有
憩
教
師
汎
祕
で
あ
り
ま
す
が
、
淨
土
教
は
其
佛
性
を
有
す
る
萬
有
が
成
沸
を
實
現
す
る
に
は
阿
彌
陀
一
佛
の
大
願
業
力
に
頼
る
の
で
あ
る
か
ら
師
汎
紳
的
一
神
教
・こ
な
る
の
で
あ
る
。
我
が
教
徒
は
此
教
義
信
仰
に
養
は
れ
る
心
情
を
以
て
、
李
等
中
に
差
別
を
存
し
萬
民
李
等
觀
の
上
に
更
に
一
天
萬
乘
の
⊥
御
】
人
を
現
人
祕
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」
ご
算
崇
し
億
兆
】
心
、
竪
に
は
君
臣
の
別
、
績
に
は
國
民
更
に
進
ん
で
全
人
類
共
生
共
榮
、
國
富
民
安
泰
罕
の
大
御
代
を
仰
ぎ
π
い
の
で
あ
り
ま
す
。
.
時
に
昭
和
三
年
十
一
月
十
日
午
後
三
時
天
皇
陛
F
萬
歳
萬
歳
萬
歳
五
